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玉 173．圭±3．10 62、 止5。30
2 171．0±5．22 61．3±8．38
3 172。7±5．36 61，2±5。55
4 170．7±5．82 64．5血10 9
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1 9（75．O） 1（8．3） 2（16．7）
2 11（44．0） 0（0．0） 14（56．G）
3 3（20．0） 3（20．0） 9（60．0）
4 22（43．玉） 3（5，8） 26（51．王）
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褒8　摂食群別慮宅外通学生の頻度分布
　　　（1980年と1987年との比較）
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間の頻度差は統計的に有意）。
考 察
　男子大学生の生活行動の様相は，極めて複雑であったが，一般に三鷺間とも3回の食事をしてい
ない学生は，③自宅外通学生に多いこと，②起床時劾が土醗，β曜，月曜とも遅く，睡眠時間は長
いこと，③起床時刻や就床時刻の時刻配置が不規則になる傾向が認められたこと，④栄養素の摂取
は，インXタント食品に偏る傾向を示し，食品の摂取状況は必ずしも良くなかったこと，⑤一藏の
身体活動量は，いずれの曜呂とも少ない傾向にあること，など繭報ならびにこれまでの報告を追認
する結果であった。
　ここでは，前演の調査結果を基にして，健康管理対策上重要と考えられる生活行動の様根が，改
善されているか否かの問題をとりあげて考察する。
　今演の調査結果で改善されているものとしては，栄養素の摂取得点，睡眠時間，健康状態の農己
認識があげられ，逆に起床時刻と就床聴刻の時刻配置の乱れに若干増加する傾向が認められた。
　例えぽ，栄養素の摂取得点の平均値は，前醸の調査に比ぺ摂食5群とも良好で，全体では3点上
翻っていた。鈴木ら18），吉照ら2n，奥山ら14）の食生活と健康調査によると，栄養素の摂取得点と健
康状態との聞に関連性があると報告しているが，今回の調査では，健康状態の露己認識と摂食5群
との問に有意な差は認められなかった。他方，体重，反復横跳，握力，踏み台昇鋒運動の場合も隅
様に摂食5群との間に有意な差は認められなかった。
　しかし，身体活動量の全対象の平均値は，土曜9◎2RMR分／臼，日曜796　R廼R分／H，月醗659
RMR分／Bであったが，香紺ら4）が，指摘しているように，5群の身体活動量は他の群に比べ三
日とも少ない傾向であった。白井lnは，青少年が健康を保持して行くためeこは，少なくともRMR　3．
0以上の動的動作を含んだ生活行動を毎β5◎ORMR分以上になることが必要であると報告してい
る。今園の調査において三日間とも500R嫉R分／Hより下團った学生は，5群では3◎％とかなり
多数を占めていた。すなわち，～ヨの身体活動量の少ない状態あるいは栄養素の擾取がインスタン
ト食晶に偏る状態などが長期にわたって続くと，体力の低下を招くぽかりでなく，健康を讐する恐
れが考えられるので，さらに検討を加えていく必要があろう。
　睡眠時間の全対象の平均値は，土曜8時間44分，日曜8蒔問17分，月曜9晴17分で，摂食5群と
も7時間以上となり，平均値でみる限りでは健康保持の菟地から問題は少ないように見受けられる。
ただ問題は，睡眠時間には僻人差が大きく，非常に長い者，非常に短い者も少なくないが，それぞ
れの曜日間の起床時鋼ならびに就床蒔刺の時刻差を2聴間未満（ほぼ一定）と2時間以上（乱れ）
に区分し，燧人男弓に調べた結果，起床蒔灘と就床聴刺の時翔配置にほ看ま一定の学生は，全体では騒．
7％にすぎない反薗，それぞれの蒔灘配置に乱れている学生が増加する傾向を示していること，標
準的な摂食習慣と考えられる2群の頻度が，前鐡の調査に比べて著しく減少し，この減少分が，三
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臼間とも2購摂食（5群），土曜ないしは土曜と日曜に2圏摂食（4群）に付加されていること（蓑
1），などがあげられる。この場合，起床蒔灘や就床時刻の時刻配置の乱れが一Bの摂食回数を制
約したのか，あるいは一Hの摂食園数に起因して，それぞれの蒔灘配置の乱れがあらわれたのかは
不明であるが，体内の諸機能のリズム15），例えぽ，毎臼の就床と起床との時灘をやたらに乱すと，
たとえ同じ時間眠ったところで，睡眠の霞的である休養は甚だしく低下する佃多井22）1894，神
絹5）1978），夜と昼との体温の違い，ホルモン分泌の違い，神経支配の違いなど，生理的リズムの
無視から能率の低下，不健康，病気などが起こる（照中2°）1984，鑓多井21）1966），生理的にみた場
合，食事晴刻は規翔型の食べ方のほうがより健康的である（小池町984）などの見解を参考にする
と，起床時灘，就床晴刻ならびに食事聴刻の時灘配置に留意し，規則正しいリズムを身につけるこ
とが必要であるといい得る。
　以上，男子大学生の生濡行動は，前回の調査に比べ栄養素の摂取状況，睡眠蒋間，健康状態の自
己認識などに改善されていることが明らかになったが，起床蒔翔や就床時灘の時刻配置ならびに食
生活の乱れは，健康の保持上重要な問題でもあり，生活の実態を考慮した指導も必要であろう。
ま　　と　　め
　大阪府下の文化系國立大学の男子学生136名（年齢18～2◎歳）を鰐象に，生活晴間の調査から得
た資料を基にして，食事の摂取回数と起床蒔刻，就床時刻，睡眠暗間ならびに健康状態との関連性
について，前回と今國の調査結果を比較した。
　生活時間調査は，昭和62年6～7月に，土曜，霞擢，月曜の連続三罠聞で，食事の摂取回数の分
類に当たっては，曜縫別の摂食園数からそれぞれの曜礒に3～4回摂食を1群，三日とも3回摂食
を2群，日曜2照・他の曜臼3回摂食を3群，それぞれの曜β2～3圓摂食を4群，三臼とも2回
摂食を5群とした。
　1）一般に三ヨ闘とも3回の食事をしていない学生は，自宅外通学生に多く，起床時刻，就床
時刻の時亥1配置が不規則になる傾向が認められた。また，三目間の摂食國数2園の学生（5群）は，
3翻摂食の学生（2群）に比べ三日間とも起床が遅く，睡眠時闘は長かった。
　2）食生活調査から求めた栄養素の摂取得点の平均値は，摂食群問において有意な違いが認め
られた。
　3）　今回と前國調査の生活行動の様相の比較では，栄養素の摂取状態，睡眠時聞，健康状態の
露己認識にかなり改善されていることが認められた。
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